
人口と世帯 

昨
年
の
十
二
月
三
十
日
に
市
内
梅
田
地
区
で
、
三
十
一
日
に
飯
詰
地
区
で
そ
れ

ぞ
れ
裸
参
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

梅
田
地
区
で
は
一
昨
年
、
四
十
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
梅
泉
青
年
会
（
佐
藤
聖

光
会
長
）
が
中
心
と
な
り
地
区
の
守
り
神
、
熊
野
宮
神
社
ま
で
裸
の
男
衆
十
七
人

が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

・

n
ノ
 

ー
方
、飯
詰
地
区
で
は
十
二
人
の
若
者
が
水
を
張
っ
た
大
た
る
で
体
を
清
め
た

後
、
鏡
餅
や
し
め
縄
な
ど
を
か
つ
い
で
稲
荷
神
社
に
参
拝
し
、
五
穀
豊
読
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。
 

12月31日現在（）内は前回比、男23,988（一13）女26,683 (+19）計50,671（十6）世帯18,565 (+7) 
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【
一
に
 つ
り
、
 
っ
ー

」
 
いA
 
に
 つ
じ

ん

く
う
 
で

ん
 

妙
竜

寺

七
面
大

明
補
営
殿
一

市
の
文
化
財

五
 
所
 

川
 
原
 
甚
 

句

厩
指
定
 

今
回
新
た
に
江
戸
時
代
中
期
に
造
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
妙
竜
寺
七
面
大
明
神

宮
殿
」
と
「
五
所
川
原
甚
句
」
を
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
市

の
文
化
財
は
今
回
の
二
件
を
加
え
て
十
件
と
な
り
ま
す
。
 

か

所
川
原
市
消
防
団
ヲ
 

出
初
め
式

、
」
 

第
二
十
回
市
内
小
学
校

な
わ
と
び
大
会
 

5

記

録
に

挑
戦

5
 

、l
 

J
 

新
年
名
刺
交
換
会
 

建
造
時
期
は
宝
暦
期
（
一
七
五
一

六
三
年
）
ころ
と
推
定
 

大
き
さ
は
桁
行
七
十
 セ
ン
チ

梁
間
六
十
三
セ
ン
チ
 

善
意
の
花
か
ご
 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o

美
し
い
き
も
の
・
京
染
み
つ
わ
（
中嶋
美

津
子
代
表
）H
三
万
円
。
 

o

小
田
川
き
ささ
ん
（
上
平
井町
一
一）】

 

三
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

o東
芝
メ
デ
ィア
機
器株
式
会社
（
清
水
浩

代
表
取
締
役
）
【
寄
贈
（東
芝
印イ
ン
チ
B
 

s
デ
ジ
タ
ル
プラ
ズ
マ
テ
レ
ビー
式）
。
 

2
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高
さ
約
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
。
七
面
大

明
神
像
を
安
置
す
る
ー
間
の
建
築
型
厨

子
で
、
入
母
屋
造
り
の
板
葺
屋
根
を
載

せ
三
方
に
縁
が
廻
る
。
各
部
に
は
細
部

ま
で
行
き
届
い
た
細
工
が
な
さ
れ
、
彫

刻
は
、
当
時
の
ま
ま
で
構
造
形
式
や
技

法
・
意
匠の
点
か
ら
み
て
市
内
で
は数

少
な
い
江
戸
時
代
中期
の
建
造
物
の
遺

構
。
 

五
所
川
原
甚
句
は
、
昔
か
ら
盆
踊
り

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
年
中
行
事
。
 

そ
の
由
来
は
定
か
で
な
い
が
、
鯵
ケ

沢
甚
句
の
流
れ
を
く
む
と
い
わ
れ
、
独

自
に
発
展
し
て
き
た
。
現
在
は
、
五
所

川
原
甚
句
保
存
会
（
千
葉
勝
贋
会
長
）
 

が
主
催
し
、
毎
年
八
月
に
盆
踊
り
大
会

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
参
加
者
が
思
い
思

い
の
装
い
で
踊
り
を
楽
し
み
、
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
 

十
二
月
二
十
六
日
、
第
二
十
回
市
内

小
学
校
な
わ
と
び
大
会
が
市
民
体
育
館

で
行
わ
れ
市
内
十五
小
学
校
か
ら
千
百

四
十
二
名
が
集
ま
り
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
運
動
に
親
し
み
な
が
ら

子
ど
も
達
相
互
の
交
流
を
深
め
、
進
ん

で
運
動
す
る
態
度
を
養
う
た
め
五
所
川

原
市
教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
達
は
、
日
頃
鍛
え
た
腕
で
二
重

跳
び
や
時
間
跳
び
な
ど
を
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
記
録
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
各
小
学
校
対
抗
の
長
な
わ
と

び
や
時
間
跳
び
に
は
集
ま
っ
た
父
母
や

友
達
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

一
月
一
日
、
恒
例
の
新
年
名
刺
交
換

会
が
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で

行
わ
れ
約
百
五
十
人
が
参
加
し
、
和
や

か
な
ム
ー
ド
の
中
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
 

，
月
五
日
、
五
所
川
原
市
消
防
団
 

（
小笠
原
長
生
団
長）
の
出
初
め
式
が

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

駐
車
場
で
十分
団
、
六
百
五
十
人
が
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 



ー
月
 下 
旬

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
市
医
療
技
術

職
員
採
用
試
験
 

西
北
中
央
病
院

管
理
課
庶

務
係

公
（3
5)
3
1
1
1内
線
2
7
9
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ね
ぷ
た
灘
子
講
習
会
の
 

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
唯
子
保
存
会

観
光
課
内

線
3
9
2

堀
内
 

2
月
3
日
⑧
立
侵
武
多
製
作
所
に
て
、
 

1
9時
か
ら
2
0時
ま
で
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

申
込
み
等
は
不
要
です
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
当
会
で
は
講
習
会
を
中
心
に

ね
ぷ
た
唯
子
の
普
及
に
努
め
て
お
り
、
 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

お
菓
子
作
り
教
室
 

働
く
婦
人
の
家
公
（
3
5)
8
8
9
8
 

●

2
月
8
日
国
 
9
時
5
1
2時
 

◇
講
師
 
成
田
敏
子
さ
ん
 

◇
費
用
 
材
料
費
の
み
負
担
 

◇
持
ち
物
 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
 

※
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
菓
子
を
 

作
り
ま
す
。
家
族
、
友
人
、
お
世
話
 

に
な
っ
て
い
る
方
へ
：
・
。
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護

学
院
職
員
採
用
試
験
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
 

公
（3
4)
2
7
15
 

●

2
月
1
2日
因
  
1
3時
釦
分
 

西
北
中
央
病
院
C
棟
2
階
大
会
議
室

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

専
任
教
員
 
2
名
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
3
6年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
。
 

①
保
健
婦
・
士
、
助
産
婦
若
しく
は
看

護
婦

・
士
と
して
ー
つ
の
業
務
に
3
 

年
以
上
従
事
し
た
者
で
、
大
学
に
お

い
て
教
育
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し

た
者
。
 

②
保
健
婦
・
士
、
助
産
婦
若
し
く
は
看

護
婦

・
士
と
し
て
5
年
以
上
業
務
に

従
事
し
た
者
で
、
専
任
教
員
と
し
て

必
要
な
研
修
を
受
け
た
者
。
 
 

◇
試
験
方
法
 

作
文
、
面
接
及
び
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
期
限
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

2
月
5
日
因
 

受
験
申
込
み
の
「
提
出
書
類
」
等
、
 

詳
細
に
つ
い
て
は
看
護
学
院
へ
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

理
学
療
法
士
 
1
名
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
タ
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
 

次
に
該
当
す
る
者
。
 

①
理
学
療
法
士
免
許
取
得
者
 

②
平
成
1
4年
5
月
末
ま
で
に
理
学
療
法
 

士
免
許
取
得
見
込
み
の
者
 

◇
採
用
試
験
日
時及
び
場
所
 

2
月
1
2日
因
 
1
0時
3
0分
 

西
北
中
央
病
院
c
棟
2
階
大
会
議
室
 

◇
採
用
予
定
月
日
 

平
成
1
4年
4
月
1
日
以
降
 

◇
試
験
の
方
法
 

作
文
、
面
接
及
び
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
期
限
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

2
月
5
日
因
 

受
験
申
し
込
み
の
「提
出
書
類
」
等
、
 

詳
細
に
つ
い
て
は
管
理
課
庶
務
係
へ
お
 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
4・
1
5年
度
 

『指
名
願
い
』
受
付
要
項
 

津
軽
広
域

水
道
企
業

団
 

公
0
1
7
2
(
5
2)
6
0
3
3
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団

（
津
軽事
業

部

・
西北
事
業
部
）
で
は
、
平
成
1
4・

 

1
5年
度
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
付
を
し
ます
。
 

希
望
す
る
人
は
、
期
間
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
 
当
企
業
団
が発
注
す
る
次
の

業
務
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
よ

う
と
す
る
者
及
び
随
意
契
約
の
方
法

に
よ
り
契
約
の締
結
を
希
望
す
る
者

①
建
設
工
事
の
請
負
業
務
 

②
測
量
・
設
計な
ど
の
建
設
関
連
業
務

③
物
品
の
製
造
や
納
入
又
は
警
備

・
清
 

掃
・
保
安
・
点検
な
ど
の
受
託
業
務

◇
受
付
期
間
 
2
月
路
日
困
ま
で

◇
有
効
期
間
 

1
4年
8
月
1
日
5
1
6年
7
月
3
1日

◇
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
 

津
軽
事
業
部
 総
務
課
 

〒
o
3
6
1
0
3
4
2
 

黒
石
市
大
字
石
名
坂
字
姥
懐
2
 

容
o
l
7
2

（害
  
6
0
3
3
 

ま
た
は
、
 

西
北
事
業
部
 
総
務
課
 

〒
0
3
8
1
3
1
0
0
 

木
造
町
字
若
緑
6
1
 

丑
 
（収
）
7
1
1
1
 

◇
提
出
書
類
 

①
建
設
工
事
の
請
負
業
務
 

…
建
設
省
の
統
一
様
式

②
測
量

・
設
計
な
ど
の
建
設
関
連
業
務
 

・
・建
設
省
の
統
一
様
式

③
物
品
の
製
造
や
納
入
ま
た
は
警
備
・

清
掃
な
ど
の
業
務
 

…
企
業
団
で
交
付
す
る
書
式

す
べ
て
A
4
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル

に
綴
り
込
み
、表
紙
と
背
表
紙
に
会
社

名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

③
の
企
業
団
で
交
付
す
る
書
式
を
郵

送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
 

（
切
手
貼付
）を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
 

◇
申
請
方
法
 
持
参

・
郵
送
ど
ち
ら
で

か
よ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
票
 

・

返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
）
を
同

封
す
る
こ
と
。
 

※
そ
の
他
 
提
出
期
限
後
は
、
 一
切
受

付
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

計
量
器
の
使
用
つ
い
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

商
工
振
興
課
 

内
線
3
8
3
・
3
8
2
 

平
成
1
4年
4
月
か
ら
、
特
定
計
量
器

定
期
検
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

平
成
1
2年
度
に
定
期
検
査
を
受
検
し

な
か
っ
た
方
で
、
取
引

・
証
明
に
計
量

器
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
商
工
振
興

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 



安
全

な
牛
肉
な
ど

の
 

供
給
の
た
め

に
 

東
北
農
政
局
青
森
統
計
情
報
事
務
所

五
所
川
原
出
張
所
公
（
3
5)
6
o
6
o
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体験学習できるサークル ※◇◇◇◇ 

学 料 
羽 I動 	里 価h 貿 1到 	男 1甥 
lナ ぐ 毎でア ぐ 

働
＜
婦
人
の
家
利
用
者
会
 

廿
自

分
に

合

う
趣
味

を
見

っ
け
て
み
ま
せ
ん
か
廿
 

 

『
サ
ー
ク
ル
体
験
学
習
』
 

 

→ 	/1 ii くノ 

北斗短歌会 短 	歌 4日（月）13:30-4 5:30 託 児 室 
花鉄、花包み、 誓誉、I孟階器m、 」よz 	“ヌ 	ム 燦 燦 会 ル山け士I.Lli5どn 生け花（小原流） 』 rh 口、lo．りn一りn．りn 4日（月）1 8:3O-2O:3O ．女 1ョ弘コョ中 第1講習室 

礼扇会日本舞踊 4 日（月）18:30-20:30 軽運動場難または羽織り婦斡牟婦

ににご二ご二ご’ 

松島書道 書 	道 6日（水）18:00-20:30 第1講習室 書道用具一式 月 人一齢人 

嬰累善畏累 

すで甘せ 	ン 

よ IL, 	I帝 
っ 	人 

鱗 	家 

で！;1 	てg 
答 	島 

］共 	ど 
耳 	8 
こ 	9 

0 

あさぎ染め物 7 日（木）13:30-46:30 調理室 
気功（夜） 気功’太極拳 7日（木）1 8:30-20:30 託 児 室 ズック 

おしゃれあみ 編 み 物 8日（金）10:00-42:00 託 児 室 

みっば会 レクリエーショげ以 14日（木）13:00-45:00 軽運動場 ズック 
,ー一I ノー、 
気 功（昼） 

一一I 	IIー，I‘ 
気功’太極拳 

．ーーノ I 、一一一一一ー一一 15日（木）1 3:30-S 15:30 一，一一‘ I。 
軽運動場 

一 
ズック 

童謡を歌う会 童謡を楽しく歌う 18日（月）10:00-12・00 ホ ー ル 
きめこちゃん 相滑膨くる職 18日（月）10:00-42:00 託 児 室 はさみ 

ゆりの会 華道（遠州流） 20 日（水）13・30-45:00 第1講’室 
.=“ 

繊（約1.000円） 
きさ らき 茶道（江戸千家） 20日（水）1 8:30-2 0:00 第 2 講習室 

はなごよみ アレンジフラワ-. 21日休)1 8:30-20:30 調 理 室 
一“， 	“一 n。 
繊破r 

一 会 会 茶道（裏千家） 21日（木）1 8:30-20:30 第 2 講習室 

〇
 

狂
牛
病
［
牛
海
綿
状
脳
症
（
B
s
E
)
]
 

に
感
染
し
た
牛
の
肉
等
が
市
場
や
店
頭

に
出
ま
わ
ら
な
い
よ
っ
、
食
肉
処
理
さ

れ
る
す
べ
て
の
牛
に
B
s
E
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

⑥
ま
た
、
B
s
E
感
染
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
脳
、
せ
き
髄
、
眼
や
回
腸

遠
位
部
を
除
去

・
焼
却
し
て
い
ま
す
。
 

⑥
農
場
に
お
い
て
は
、
B
s
E
が
疑
わ

れ
る
牛
は
検
査
の
上
、
す
べ
て
焼
却

し
ま
す
。
 

⑥
B
s
E
の
感
染
源
と
さ
れ
て
い
る
牛

の
肉
骨
粉
に
つ
い
て
輸
入
、
製
造
及

び
出
荷
を
禁
止
し
ま
し
た
。
 

＊
英
国
に
お
け
る
マ
ウ
ス
な
ど
で
の
接

種
試
験
の
結
果
、
脳
、
せ
き
髄
、
眼
、
 

回
腸
遠
位
部
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
B
 

s
E
の
感
染
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

＊
〇
I
E
（
国
際獣
疫
事
務
局
）
の
基

準
で
も
、
牛
肉
は
B
s
E
の
感
染
性

の
あ
る
危
険
部
位
で
は
な
く
、
安
全

で
す
。
 

＊
牛
乳
や
乳
製
品
に
つ
い
て
も
、
W
H
 

〇

（
世界
保
健
機
関
）
専
門
家
会
議

報
告
に
よ
る
と
、
乳
は
B
s
E
を
伝

達
し
な
い
こ
と
か
ら
安
全
で
す
。
 

平
成
1
4年
4

月
か
ら
 

国
民
年
金

の
納
付
方

法
が
変
わ
り
ま
す
 

国
保
年
金
課
内
線
2
1
1
5
2
13
 

今
ま
で
、
市
か
ら
送
付
し
て
い
た
 

「国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
は

平
成
1
4年
4
月
か
ら
国

（
社会
保
険
事

務
所
）
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
市
が
指
定
し
た
金
融
機
関

に
限
ら
れ
て
い
た
納
付
場
所
も
、
全
国

の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
、
漁
協
、
 

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
及
び
郵
便
局
に

拡
大
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
納
付
組
織
を
利
用
し
た
納
付

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
ロ
座
振
替

で
の
納
付
は
引
き
続
き
で
き
ま
す
の
で
、
 

納
め
忘
れ
の
防
止
に
是
非
ご
利
用
下
さ
 

、
し
 

平
成

1
4年
度
五
所
川
原
市

合
同
除

厄
祈
願
祭
 

ご
案
内
 

企
画
課
一
飯
塚
祐
喜
 

内
線
4
6
1
 

税
務
課
・
松
本
匡
史
 

内
線
4
N
N
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
一
佐
藤
未
央

内
線
2
3
6
 

情
報
シ
ス
テ
ム
課
・
三
ケ田
美
幸
内
線

4
8
0
 

平
成
1
4年
度
五
所
川
原
市
合
同
除
厄

祈
願
祭
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

●

2
月
3
日
回
 
受
付
1
3時
5
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 
 

◇
対
象
者
 

・

男
性
 
昭
和
お
年
4
月
2
日
5
 

昭
和
3
7年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
 

・

女
性
 
昭
和
妬
年
4
月
2
日
5
 

昭
和
妬
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
 

◇
会
費
 
・
男
性
  
1
2

、
0
0
0
円
 

・

女
性
 
1
0

、
0
0
0
円

（
祈
願
だ
けの
方
は
、
男
女
と
も
 

6
、
0
0
0
円
）
 

※
市
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

※
参
加
さ
れ
る
方
は
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

家
族
で

映
画
を
 

楽
し

む
会
5

1

月
 

中
央
公
民
館
費
（
3
5)
6
0
5
6
 

新
し
い
年
を
お
祝
い
す
る
お
正
月
を

テ
ー
マ
に
、
楽
し
く
、
夢
の
あ
る
幻

想
的
な
お
話
を
通
し
て
、
お
正
月
の

意
味
を
語
る
ア
ニ
メ
映
画
と
、
恒
例

の
 
『日
本
昔
ば
な
し
』
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
 

●

1
月
お
日
田
 

1
0時

5
1
1時
幻
分
 

中
央
公
民
館
2
階
 
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
『
年
神
様
と
お
正
月
』
、
『日
本
 

昔
ば
な
し
』
よ
り
、
「舌
切
り
雀
」
、
 

「龍
の
淵
」
、
「お
い
て
け
堀
」
、
「河
 

童
の
く
れ
た
妙
薬
」
ほ
か
 

◇
会
費
 
無
料
 



預
金
の
保
護
の
 

範
囲
が
変
わ
り
ま
す
 

青
森

財
務
事
務
所
総

務
課
 

公

0
1
7
(
7
22
)
1
4
6
1
 

わ
ら
で

「虫
」
を
作
る
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会

公
・

献
（
3
5)
5
2
3
0
松
本
 

嗣
屍
サ
 

第

4
4回
市
民

ス
キ

ー
大
会
 

第

2
0回
西

北
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ

ー
ム
大

会
 

の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
協
会
大
会事
務
局
 

"

'
l
l
公
（
3
4)
5
9
8
1
 

＠
第
（
回
市
民
スキ

ー
大
会
 

●

2
月
3
日
卿
 
受
付
8
時
3
0分
5
 

競
技
開
始
1
0時
5
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
 

「フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」
 

◇
参
加
料
 
5
0
0
円
 

◇
対
象
 

小
学
生
・
中
学
生
・
高校
生
一
般
 

◇
申
込
締
切
 
1
月
器
日
困
 

⑨
第
2
0回
西
北
ジ
ャイ
ア
ン
ト
 

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
 

●

3
月
3
日
回
 

受
付
8
時
1
5分
5
 

競
技
開
始
1
0時
5
 

神
山
ス
キ
ー
場
 

◇
参
加
料
 
小
学
生
 
1

、
 

 
0
0
0
円
 

中
学
生
 
1

、
 

 
5
0
0
円
 

高
校
生
一
般
 

2
、
0
0
0
円
 

◇
対
象
 

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
一
般
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
1
5日
岡
 

五
所
川
原
地
域
の
伝
統
文
化
を
外
国
の

方
々
と
一
緒
に体
験
し
ま
せ
ん
か
？
今
年

は
虫
送
り
の
「虫
」
ミ
ニ
チ
ュア
を
作
り
ます
。
 

●

2
月
3
日
⑧
 
9
時
3
0分
5
1
4時
 

中
央
公
民
館
 
音
楽
室
 

◇
会
費
 
1
、
0
o
o
円
（昼
食
材
料
費）
 

◇
持
参
す
る
物
 
花
ば
さ
み
 

◇
参
加
締
切
 
1
月
2
5日
国
 

第

4
回
 

V
l
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
リ

ー
グ
 

男
子
 

青
森
県

大
会
 

青
森
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
 

公

0
1
7
(
78
2
)
4
7
0
0
 

⑥
五
所
川
原
大
会
 

●

2
月
1
7日
回
 
開
場
9
時
 

試
合
開
始
1
1時
 

五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

◇
松
下
電
工
対
警
視
庁
 

N
T
T
東
日
本
宮
城
対
東
京
ガス
 

◇
入
場
料
 
一
般
券
 
2

、
 

 
0
0
0
円
 

高
校
生
券
1

、
 

 
0
0
0
円
 

小
中
学
生
券
 
5
0
0
円
 

◇
入
場
券
の
販
売
所
 

山
本
ス
ポ

ー
ツ
（
五
所
川
原
市
）
 

タ
ケ
ダ
ス
ポ
ー
ツ
（柏
村
）
 

戸
沼
ス
ポ
ー
ツ
（
木
造
町
）
 

ン
 

五所川原消防署管内12月の火災、救急救助出動件数（単位】相 

平成13年度統ー標語 

たしかめて。火を消してから 次のこと 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 4 40 94 1,169 5 36 
平成12年 5 35 100 1,131 4 33 
比 	較 -1 5 -6 38 1 3 

問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部合35-2019（内線 23) 

況 火災・救急出動 

●

万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合

で
も
、
預
金
者
一
人当
た
り
、
定
期

預
金
等
の
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
は
、
来
年
4
月
以
降
も
保
護

さ
れ
ま
す
。
 

●

合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
は
、
あ
く
ま
で

低
保
障
で

す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は
一
千
万

円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●

ま
た
、当
座
預
金
・
普
通
預
金
等
は
、
 

平
成
1
5年
3
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ

ま
す
。
 

●

詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

〔
津軽
ア
ス
ナ
ロ
短襲
邑
 

今
年
ま
た

減
反

の
荷

重
け
れ
ど

塩
水

選
か
ら

春

は
始
ま
る
 

佐

々
木

る
い
 

早
春
の
ト

ン
ビ
の
舞

い
に
感
動
し
冬
眠

の
吾
大
き
く
目
覚

む
る
 

平
田
 

京
子
 

あ
か
つ
き
の
産
土
神
に
鈴
振
れ
ば
凍
て
し
境
内
ふ
る
は
せ
て
鳴
る
 

開
米
 
藤
枝
 

昨
夜

の
雪
さ
く
さ
く
踏

み
て
初
詣
傘
寿

の
わ
れ

の
平
穏

を
祈

る
 

浜

山
 

て
い
 

ふ
ん
わ
り
と
雪
は
大
地
を

「
「
む
よ
に
初
日
き
ら
め
く
銀
世
界
の
上
 

ェ
藤
 
瑛
子
 

独
り
居
の
自
由
の
に
お
い
確
か
め
て
ゆ
「
く
り
ゆ
「
く
り
焼
く
（
ン
バ
ー
グ
 

赤
坂
千
賀
子
 

出
勤
を
急
ぐ
人
等
の
並
木
道
娘
の
街
に
来
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
を
り
 

小

寺
 

徳
満
 

新
し
き
年

を
楽

し
み
る
る
な
ら

む
水

辺
の
白
鳥

そ

の
大

き

羽
 

吉
田
 

勇
蔵
 

は
る
け
き
日
 「
寒
九
」
 
の雨
を
慈
雨
な
り
と
喜
び
し
亡
兄
偲
ぶ
朝
は
も
 

花
田

柾
五
郎
 

歳
晩
の
と
あ
る
タ
虚
子
百
句
読
め
り
椅
子
の
上
な
る
こ
の
静
ご

こ
ろ
 

大

沢
 

寿
夫
 

5 平成14年1月15日 五所川原市役所 公35-2111 



n
J
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5 申請書の有効年度 

1 受 付 期 間 

2 受付場所及び

問い合わせ先 

3 提 出 書 類 提
 
提
 

出
 
出
 

方 法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を必ず同封してください。 

なお、 2 月28日必着とします。 

「効年度 〇建設工事 

平成14-iS年度（ただし、市内業者は、平成14年度のみ有効） 

〇測量・建設コンサルタント等 

平成14年度（市外業者の追加分も、平成14年度のみ有効） 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む） 

追加受付につき平成14年度のみ有効 

（平成13年度に登録されている業者は、14年度の申請は必要ありません。） 

平成14年2月1日～平成14年2月28日（土、日曜日及び祝日を除く。） 

〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173-35-2111  （内線474) 

別表のとおり（各 1部） 

市では、平成14年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手続きしてください。 

〈別表〉 

建
 
設
 
工
 

事
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 （青森県様式も可） 
フラットフアイル（A4型）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
①経営事項審査結果通知書の写し 1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日）から 7 ケ月以内に審査 
を受け、有効期間が満了となる前に再度提出すること。） 

②建設業許可証明書 
③工事経歴書（直前 2 年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）又は身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前 2 年分） 

測
量

・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
①測量等実績調書（直前 2 年分） 
②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）又は身分証明書（個人の場合） 
④財務諸表類（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前 2 年分） 
⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（直前 1年分） 
注】建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前 2 年分）をもって①②③④ 

に代えることができます。 

物
品

等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認してください。 

申請書交付場所 五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。ただし、郵送を希望する場合は、返信用封筒（角2) 
と160円分の切手が必要です。） 

申請書交付期間 平成13年12月 17日～平成14年 2 月 28日（土、日曜日及び祝日を除く。） 

納
 
税
 
証
 
明
 
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者個人 

の市税（各税） 
〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

②法人の場合 市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 
※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添 
付すること。 

注：国税の納税証明書は、個人が（その 3の 2）法人が（その 3の 3）の未納の税額がない証明でよろしいです。 
また、税務署に納税証明書を請求するときは、収入印紙（1部400円）を持参してください。 

注）1 文字は槽書で、はっきりと書いてください。 

2 申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

3 添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は3ケ月以内に交付を受けたものに限る。） 

五所川原市役所 ft35-2 111 平成14年1 月15日 6 



嬰艦腫脚』隠i渥佳橋散曽維遇員閏廊鵬塵』覇器 
食生活改善や健康づくり等の知識・技術に関することを40時間程度学びます。あなたの知識や技術及び労力を地域社 

会のために提供し、温かいボランティア活動をしていきませんか。 

◆日 程・・・プログラム参照 

◆時 間・・・9時30分～15時 

◆場 所・‘・働く婦人の家・保健センター 

◆対 象・・・おおむね全日程受講できる方で、その後もポランティアとして活動する意志のある方。 

◆受講料…無料（ただし、テキスト代1100円、食材料費は自己負担となります） 

◆定 員…30名（申込み多数の時は、会員数の少ない三好・中川・長橋地区の方を優先します） 

◆申込締切… 1月24日（木）まではつらつ女性課へ電話でお申し込みください。申込まれた方には、後日連絡いたします。 

3年度五所川原市食生活改善推進員養成講座プログラム● 

If 
1~ 

実施日 	~ ,”ー 午 前 (9 lI)'--12:00) 昼
食
  

~ 午 後（ I 3.00 - I 〕 :〕UO) 

1
  

2月5日 

（火） 

開講式（10時） 

オリエンテーション 

講義「健康づくりの基本」 
五所川原保健所長 

仁平 特 

講義「市の保健行政」 
市はっらっ女性課 

三浦 孝光 

講義「生活習慣病の知識」 
市はっらっ女性課 

井沼 登志子 

。乙
  

2月6日 

（水） 

講義「食品衛生にっいて」 
五所川原保健所 

黒滝 奨 

講義「生活と環境」 
市環境対策課 

木村 優仁 

講義「栄養素の基礎知識」 
五所川原保健所 

久米田 桂子 

ハ
く。
  

2月7日 

（木） 

講義「年代別食生活のポイント」 

市はっらっ女性課 
古川 寛美 

実技 
「心の健康づくり・ホームョーガ」 

日本ョーガ学会会員 若林 芳子 

4
  

2月13日 

（水） 

講
 
義
 
演
 
習
 
食
 

プ

田
 

J
子

生

久
古
 
活
米

川
 
ラ
 

寛
 
ン

桂
美
 

講義 
「調理の基本・食は生きる知恵」 

栄養と料理アドバイザー 菅原 俊子 

一
D
 
 

2月15日 

（金） 

調理実習 
「県産品を使った献立」 

五所川原市食生活改善推進員会 
三森 敬子 

試
 
食
 

調理実習 
「県産品を使った献立」 

講義「地域における 
食生活改善推進員活動」 

三森 敬子 

6
  

2月20日 

（水） 

体験学習 

「ソーセージづくり」 
知的障害者更生施設 月見野園 

施設見学 

知的障害者更生施設 月見野園 

7
  

2月22日 

（金） 

講義 
「食生活の現状と問題点」 

久米田 桂子 

講義・演習 

「自分達で献立を 

作ってみよう」 
古川 寛美 
久米田桂子 

講義・演習 

「自分達で献立を作ってみよう」 
古川 寛美 

8
  

2月27日 

（水） 

講義・実技 
「身体活動・運動で健康な生活を」 

健康運動指導士 引田 スイ 

施設見学 
「五所川原市の野菜の流通にっいて」 

ごしよがわら市農協 
野菜予冷センター 

中央りんごセンター 

調理実習 

連絡及び 

確認事項 

。

J
 
 

2月28日 

（木） 

調理実習 
「自分達で考えた献立の調理実習」 

古川 寛美 

試
食
会
 

グループワーク 
閉講式 

修了証書授与 

健康づくり総合講座のお知らせ 
はつらつ女性課 内線234--236 

● 1月31日（木） 

13時～14時30分 

働く婦人の家 3 階ホール 

◇テーマ 健康づくりはやさしい運動で 

◇講師 弘前市白銀運動・栄養クリニック 

健康運動士 引田スイ先生 

◇対象 今年度市民総合健診を受けた方で生活習 

慣病を学習したいと思う方 

◇申込み 電話で1月28日（月）まで 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 	所 

1月24日（木） 
9:30-- 11:30 国五所川原合同庁舎 

13:30-- 15:30 JAごしよがわら市本店前 

2 月 4 日（月） 10:00- 15:30 青森県合同庁舎前 

7 	平成14年1月15日 五所川原市役所 公35-21 f 1 



健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター三好 1月24日（木） 1 1:0O-'--12:30 
コミュニテイセンター中川 1月29日（火） 10:30- 12:00 
コミュニテイセンター飯詰 1月30日（水） 10:30'-- 12:00 
種井集会所 2月 4 日（月） 10:30- 12:00 
下岩崎集会所 2月 8 日（金） 13:30- 14:30 

すくすく健診 
◆場所…働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主な内容 

4カ月児
健 診 

平成13年 
9月生まれ 

平成14年 
2月 5日 

（火） 

小児科診察、身体計測、神経
芽細胞腫検査セット配布、離
乳食試食、育児情報交換等 

・

”

”
  

鄭健
 
肌
診
 

平成12年 
8月生まれ 

平成14年 
2月26日 

（火） 

小児科・歯科診察、歯科保健
指導、身体計測、発達相談等 

3 歳児
健 診 

平成10年 
10月生まれ 

平成14年 
2月21日 

休） 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計測、尿
検査、視聴覚検査、発達相談等 

※お願い 
・健診に来られなかった方は、はつらつ女性課までご連
絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を
受けることができます。 
・会場の駐車場が狭いため、市役所駐車場もご利用くだ
さい。 

母と子の相談日 
,この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所…働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開設日 i 時 間 内 	容 

平成 1 4l j 
2月 6 日（水） 
2月20日（水） 

20日の午後は電話予
約となっています。 

。
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・各月齢での成長、発達、 

育児、遊び、栄養（離乳

食等）相談 

・子育て等の情報交換 
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お正月料理 

② 

 

I
  

～ペj唾五所」―原市食生活改善推進員会 

I 	だて巻（2種） 	I 

x更ノ 
『t 	巨鍵て巻（海苔） 	' 

((1本分 	585kca1 	たんばく質35.9g 脂肪23.Og 塩分2.0g) 

材 料（1本分） 

はんペん 	100 g 
小麦粉 	大さじ2 
卵 	4個 

aI 

板海苔 

「煮切り酒・・・大さじ3 
砂糖 	大さじ3 

（薄口しようゆ・・・小さじ 1 
	V2枚 

【作り方】 
①はんペんは裏ごしし、すり鉢で擦る。 

小麦粉を混ぜ、割ほぐした卵を少しずっ加え、a 
で調味する。 

②卵焼器を熱し薄く油をひき、一度冷ましてからま
た熱し、卵液を厚さ5ミリに流す。その上に海苔
をのせ、さらに上から卵液を流し弱火で焼く。 

③表面が固まって下側に焼き色がっいたら返し、焼
きめをっけて取り出す。巻きすの上に置き、手前
から巻き込み輪ゴムで止め、冷めてから切る。 

ーー”，了巻（黒砂糖） 

((1本分 	922kcal 	たんばく質33.2g 	脂肪37.1 g 	塩分2.Og)) 

材 料（1本分） 

はんペん 	100 g 
卵 	 1個 
卵黄 	5個 

黒砂糖 	100 g 
出し汁 	60cc 
みりん 	15cc 

【作り方】 
①全材料をすり鉢かフ一ドプ口セッサ一でよく混ぜ 

合わせる。 
②ごま油でゆっくり両面を焼き、巻きすで形を整え 

る。 

はんペんを使った簡単にできるだて巻です。砂
糖をたっぷり使っているので焦げないように火加
減に注意することが大切です。 
二色揃うと彩りも美しいですね。 

番 
月 	日 翻 医療機関名 所 在 電話 

1月20日 口
］
 
 

江渡内科医院 
五所川原市
字旭町7 34-3000 

1月27日 口
］
 
 

櫛引クリニック 
五所川原市
字鎌谷町516・10 33-1155 

※L対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2，その他、消防署（救急病院紹介 TEL34-4999）で紹介 します。 

はつらつ女性課 内線237 
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